
々懸 鱗 難 齢 第61回(平 成18年 度)

穐絃 響 日本セラミックス協会賞表彰

本会会員 のうち,セ ラミックス産業の進歩発展 に資 し,本 会お よび業界 に対する功績顕著 な方,セ ラ ミックス

の科学技術 の研 究な らびに技術上の業績顕著 な方 に贈 る日本セ ラミックス協会賞については,協 会賞選考委員会

(功労賞選考委員会,学 術賞 ・進歩賞 ・技術賞 ・技術奨励賞 ・功績賞選考委員会)に おいて,被 推薦候補者(功 労

賞は被推薦有資格者名簿から;学 術賞21件,進 歩賞8件,技 術賞5件,技 術奨励賞3件,功 績賞2件)に ついて

慎重 に選考の結果,第61回(平 成18年 度)受 賞候補者 として次の24件 の方々を選び,1月25日 開催の理事会 に

諮 られ受賞者 として決定 しました.こ こに受賞者の業績推薦理由を紹介 します.

なお,表 彰式 は,来 る5月25日(金)東 京(霞 が関ビル内 東海大学校友会館)で 開催 される第82回 通常総会

の席上において行われます.

受 賞 者 一 覧

[功労賞4件]東 京理科大学 永田 肇

元 九州大学 阿部 弘 九州工業大学 宮暗敏樹

デンカ生研(株)石 井正司

元 日本 ファインセラミックス協会 金野正幸[技 術賞4件]

(株)ノ リタケカンパニーリミテ ド 日野哲也 東陶機器(株)

グループ代表 古賀直樹

[学術賞8件]ほ か 池内敏恭,中 村俊明,加 藤良輔

(独)物質 ・材料研究機構 石垣隆正 住友大阪セメント(株)小 西幹郎

(財)フ ァインセラミックスセンター 岩本雄二TDK(株)

豊田工業大学 大石泰丈 グループ代表 坂本典正

名古屋工業大学 春 日敏宏 ほか 山崎利行,丸 井稔男,大 滝春一 ・

(独)産業技術総合研究所 加藤一実 日本電気硝子(株)

中国1折 江大学 邸 建栄 グループ代表 三宅雅博

(独)物質 ・材料研究機構 平賀啓二郎 ほか 密田光茂,宮 本雅之,青 木重明

静岡大学 藤本正之

[技術奨励賞1件]

[進歩賞5件](株)村 田製作所 金高祐仁

東京大学 下嶋 敦

(独)産業技術総合研究所 鈴木一行[功 績賞2件]
う

東 京 工 業 大 学 瀬 川 浩 代 栃 木 県 産 業技 術 セ ン ター 磯 文 夫

群 馬 工 業 高 等 専 門 学校 藤 重 昌生

功 労 賞選考 委 員会 委員 長:平 岡照祥,委 員:宇 田川重和 ・柳 田博 明 ・曽我 直弘 ・牧 島亮男 ・安 田榮 一 ・近 藤敏和 ・新 原 晧一・・

佐 々 正 ・乾 信一

学 術 賞 ・進歩 賞 ・技術 賞 ・技術 奨 励 賞 ・功 績 賞 ・選考 委 員会 委員 長:北 條 純 一,委 員:〔 学術 賞 ・進歩 賞選 考分 科会〕 篠 崎和

夫 ・辰 巳砂 昌弘 ・田 中英 彦 ・野上 正行 ・竹 中 正 ・羽 田 肇 ・矢野 豊彦 ・山中昭 司,〔技 術 賞 ・技術 奨 励賞 ・功績 賞選 考分 科会〕

淀 川 正忠 ・佐 々 正 ・尾 花 博 ・名和 正弘 ・島森 融 ・山本 茂

RecipientsofThe61stCerSJAwards

注)写 真は日本セラミックス協会賞賞牌(径7cm,中 央部厚 さlcm,デ ザイン 木村四郎氏)
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功労賞 耐火物 ・非酸化物 の信頼性 ・長期高温疲 てセ ラ ミックス教育 に大 き く貢献 し,さ

構造用 セラミックスの研 究開発 と評価 ・ 労特性等 の評価法 の開発 とデータベ ース ・ らに常任理事 ・行事企画委員長等 を歴任

標準化への貢献 の構築 において優 れた成果 を上 げ,ま た,し て協会の発展 に寄与 した.

半導体製造用 セラ ミックス,薄 膜製造用 以上 のように,構 造 用セ ラミックスの

◎ 簿1ご1棄 罎 窪ζ継 等騰 先端産 灘 雛 肇欝 鷲 難

紅1畿1昏li潔ll蕪1鰍織㌶ 隷細糠撫 .
…
あ灘 欝 譲 羅1欝 馨懇耀
阿部 弘氏 セラミックスプ・ジェクト技術調査委員 獄0欝 職 献 繍 v論 銚

等 を歴任 してセ ラミックスの特性評価 やUniv .)

阿部 弘氏 は,昭和41年 に旭硝子(株)標 準化に寄与 した.'当 協 会においては,

に入社 し,耐 火物,フ ァインセ ラミック 現在 まで30年 間 も継続 してい る｢セ ラ

ス等 の研究 開発 に従事 した.特 に,各 種 ミックス基礎 工学講座｣の 開講 に関与 し

功労賞 きた.主 な成 果 は,窒 化 ホ ウ素(BN)系 に強いイ ンパ ク トを与 え,井 上春成賞 に

非酸化物系 セラミック材料の工業的実用 焼 結 体,ア ル フ ァ窒 化 ケ イ 素 粉 末 結びついている.ま た同氏 は,日 本 セラ

化(α 一Si3N、),ホウ化 ラ ン タン(LaB6)の 開 ミックス協 会の企 画委員 会委員 や関東支

発 と工業化 である.BN焼 結体 は半導体 部評議 員 として活躍 し,協 会の発展 に大

1∴7爵i』∬li驚1盤i灘 纂 潅 灘 譲 霧肇撫 葛
勤 爆 駿 糠,巧 して広 く実用化され,昭 和48年 度日刊 ミックス協会発展への貢献は大であり,

…記欝 三 黙襟欝1三1継醗 撫
1

いい、 まさεSi・N・ 焼結体 の応用 展 開 に多大 の貢献 を セラミックスの開発に従事.1994年 機能材料

石 井 正 司氏 した.ま た無機材質研究所(現,物 質 ・ 事業部長,1996年 総合研究所長,1997年 取

材料研究機i構)で 開発 され た単結晶LaB6締 役渋川工場長・2001年 デンカ生研(株)代表

石井正 司氏 は,昭 和39年 に電 気化学 を,熱 電子放射陰極 と して実用化す る新 取締役社長・2006年 同社顧問・

工業(株)に 入社後,二 貫 して非酸化物 セ 技 術 開発 事 業団 か らの委託 開発 の成 果

ラ ミックス材料の開発研 究に取 り組 んで は,電 子顕微鏡技術 や超LSI技 術の発展

功労賞 ンセラ ミックス｣の 研究 開発 と実用化 に 発展 に大 きな貢献 をしてい る.本 協 会に

我 が国の ファインセ ラミックスの技術 と 一貫 して従事 して きた.同 社研究所 にて お いても行事企画委員長等の要職 を歴 任

産業の発展への貢献.透 明アル ミナの研究 開発 を行い我が国で し,我 が国のセ ラ ミックスの科学技術 の

初 めて高圧 ナ トリウムランプに応用す る 発展 に大 きな貢献 をして きた.こ の よう

r㌘ 筏 滋 ∫∵ ∵"∬ ことに成功したことを皮切りに・その後 に多大な同氏の功績は旧 本セラミック

霧 饗 饗'.,我 が国の国家 プロジェク トも含め て自動 ス協会功労賞 に値す るもの として推薦す

臨 讃 醗1朝 セラミックス離 音隔 の研究開購 る・

盤も 繋難鍵欝羅
かねの まさゆき金野正幸氏 讐謙 籍 繍 籍 書1灘 熱攣 雛選1

金野正幸氏 は,昭和42年 日本碍子(株)本 ファイ ンセラ ミックス協会 にて事務局 ファドバィザ_.

に入社 し,当 時,世 界的 に新 しい科学 と'長 な どとして我 が国のフ ァインセラ ミッ

技術 の流 れと して勃興 して きた｢フ ァイ クス関連業界全体 における技術 と産業の
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功労賞 同社の事業全般 お よびセラ ミックス業界 国の食器事業の発展 に大 きく貢献 し,最

国内外のセ ラミックス産業の発展への貢 の発展 に尽力 した.特 に,工 業機材事業 高 の名誉であ るラ トナ勲章を受章 した.

献 で は研 削砥 石の積極 的な営業活動 によっ 以上 のように,同 氏は長年にわた りセ

て砥石事業で国内第一位 の基盤 を築 き,ラ ミックス事業の事業展開 に経 営最 高責

1嚢1難 繍難 繋llll鷺1

幽醜 灘1糠 雛篶ll黙 灘1鑛ll
日野 哲 也 氏 に大 き く貢献 した.表 取締役会長,同14年 同社相談役.

同氏 は中部生産性本部会長,フ ァイ ン 同ll年 スリランカ名誉総領事・同17年 スリ

日野哲也氏 は,昭 和26年 慶鷹義 塾大 セ ラ ミックスセ ンター理事な ど数々の公 ランカ国ラトナ勲章受章・

学経済学部卒業,日 本陶器(株)に 入社 し,職 を歴任 し,産 業界の発展 に寄与 した.

以後,工 業機材事業,食 器事業 を中心 に さらに,ス リランカ名誉総領事 として同

学術 賞 究 アプローチが重要である.せ て説 明 した.

高度制御熱 プラズマによるセラミ ック材 石垣隆正氏 は,一 万度以上の高温熱源 同氏 の研究業績 は,ナ ノ粒子 の高速合

料 の非平衡 ・高速合成 であ る熱 プ ラズ マ を高度 に制御 して,成,組 成の精密制御,粒 径制御,さ らに

様 々なセラ ミックスナ ノ粒子 を合成 し,機 能性発現 に最 も重要 な結晶性,生 成相

絶繭幽 轄鐸饗羅1繊1響 難灘羅lll
朧 翌ll{、 鞭 締 膏鷲 撫1讐 輪蹴 灘 学系研究

/慧蓋 割 馨韓1讐 鞭孟1講灘雛i蕎1翰
いしがきr跡 まさ 一 活元素 を平衡溶解量以上 に ドープした酸 料研究機構 ナノセラミックスセンター プラ

石 垣 隆 正 氏 化 チ タンナノ粒子 の合成 に成功 した.③ ズマプロセスグループ・グルー プリーダー・

特異 な結 晶相選択性 を もつ プラズマ合成

未 来の材 料 として大 きなポテ ンシ ャル 酸化 チ タンナノ粒子 中の安定相,準 安定

を有 している機 能性 ナノ粒子 の応用分野 相 の生成 要因を,そ れぞれ,格 子欠陥生

を開発 する には,合 成法に立ち戻 った研 成,過 冷却融体 中の均一核生成 と関連 さ

学術 賞 有機 化合物 の化 学反 応性 を利 用 して設 な合成開発指針 として,国 内外 で注 目を

前駆体の化学構造設計 を利用 したケイ素 計 ・合成 した前駆体 の化学構造制御 によ 集めてい る.

系セ ラミックスの合成開発 り,従 来技術 では実現が 困難 な,ナ ノ ・ 同氏の これ らの研究業績は,前 駆体 の

ミクロサイズ レベルでの新 たな微構造 制 化学,お よびセ ラミックスの組織形 成制

三影 ・∫∴".桝∵警 御技術 の開発 に成功 している.近 年,同 御 に関す る学術的研究成果 として,国 内

氏は本手法 を発展 させ て,ア モルファス 外 で高 い評価 を受 けてお り,日 本セ ラ

∵.∫ ・`シ リカ系,お よび炭化 ケイ素系 の新規 セ ミックス協会学術賞 に十分値する もの と

■ 騰 湖llラ ミック製高温水素欄 莫の合成開発に して推薦する・

溝 薪 三 講撫 麟 雰灘 灘 肇科騨 臨 震離難 鐸1醐罐駈1鱗 羅lll癒1難 灘 縢1饗
岩 本 雄 二 氏 成開発 に成功 し,従 来の分子ふるい膜 と タットエ科大学客員研究員・同15年JFCC主

比較 して,500℃ 以上の高温で水素 の透 席研究員・現在4;至る・博‡(科学)・

岩本雄二氏 は,高 温構造材料等 と して 過性能が飛躍的 に向上す ることを明 らか

の応用 が期待 される窒化 ケイ素系や,炭 とした.こ のような新規ナ ノコンポジ ッ

化 ケイ素系 セラ ミックスを対象 に,金 属 ト膜 は,セ ラ ミック製水素分離膜の新た
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学術賞 以下 の業績 を上 げた.素 子研究の端緒 を開いた.ま た,フ ァイ

光波制御の ための光導波路用 ガラスおよ 赤外 フ ッ化物光 ファイバの損失要因解 バ ラマ ン増幅用ガ ラスの設計 を進 め帯域

び機能素子の研 究開発 明,水 酸基不純物等の低減化 による低損 が石英 ガラスの1.7倍 に も及ぶ高効率広

失化 の研究 において先駆的研究成果 を上 帯域 ファイバ ラマ ン増 幅用媒 体 を実現

㌧ 灘 霧響 … 吠 新規フッ化物光ファイバ母材作製法 し,ラマン増幅研究に新たな端緒を開v・
1議 備 属 藍rを 発明す るとともに,低 損失 フッ化物単 た.

ζ,慧.。.嚢 穆1一 一モー ド光 ファイバの実現 に成功す るな 同氏の これ らに業績は光波制御 のため

1欝讐1轟 幾聾鎧儲灘 亨ll欝響1灘1
顯 劉 加蝋 欝 鞘 瓢 しての 略 歴198。年3膿北大学大学_
大石 泰丈氏 重金購 化物ガラスの聾 性にv・ち早く 辮 糀 灘 羅 欝 冤 同缶誌星

着 目 し,特 にテ ルラ イ トガ ラス中のEr工 学博士.1989年 から1990年 までラトガー

大石泰丈氏は,次 世代 の高度光情報通 の1.5μm帯 発光 特性 の解 明 を基 に超 広 ス大学客員研究員.そ の間,赤外光ファイバ,

信 システム構築に必 要な光波制御 ガラス 帯域Er添 加 テ ルライ ト光 ファイバ増 幅 光ファイバ増幅器の研究に従事・2002年9月

導波路材料お よび素子 の研究 に従事 して 器 を開発 し,重 金属酸化物 ガラス導波路 より豊田工業大学大学院工学研究科教授・

学術 賞 の優れ た機能材料 を創製 した.① リン酸 も有用であ ることを示 した.こ れ らの業

リン酸塩ガラスの特徴 を利用 した機能材 塩 ガラスのス ピノーダル型相分離 ・結晶 績 は,リ ン酸塩ガ ラス に特徴 的な性 質を

料創製に関する研 究 化 を利用 した高次機能材料 を創製 し,吸 基礎的 に解明 し,そ の機能化 を導 く独創

着能や抗菌性 など,優 れた環境機能の発 的手法 によるもので,学 術的 ・実用 的に

糀;ご ぐlllll糠 蟹閉凝 ㍊謙 雛 購 繋 幕養礫 竜謄 二
}ン 蟹 欝 暴三湿 、・ ガラスを創製し・体液中で起こる鰍 な 推薦する・

ll礪縛 三 施 難1襟 慰 肇麟:鵬莫黙 蕪'灘 』 讐蹴鱒鉾綿喬鐵 蓼1羅i羅 灘 騰

かすヵ,'としひろ 実現 した.③ 長鎖 リン酸塩 を含む ガラス 至る・博士(工学)(大阪大学)・

春 日 敏 宏 氏 は水和 して粘稠 なゲ ルへ変化す ることを

見 いだ し,イ オン間の結合力 を基 にその

春 日敏宏氏は,リ ン酸塩 ガラスが持つ 生成機構 を解明 した.ま た,こ のゲルの

優 れた ガ ラス形成 能や特 異 な結 晶化挙 高 プロ トン伝導性 と分極性 は,燃 料電池

動 ・化学的性質 を巧 みに利用 して,多 く や電気二重層 キャパ シタ用電解質 として

学術 賞 るため の汎用的 な手法 として知 られてい 半導体 ・誘電体 酸化物 膜の微構造制御 に

前駆体溶液化学 に基 づ く集積化 エ レク ト る.加 藤一実氏 は,有 機金属化合物の溶 ついて も先導的な研 究成果を創 出 した.

ロセ ラミックスの研 究 液 化学 反応 を駆使 してエ レク トロセ ラ 同氏の研 究成果は
,不 揮発性 メモ リ,非

ミックス前駆体の構造 を制御す ることに 鉛圧電デバ イス,光 触媒 な ど未来型素子

1灘 毫 で より・籟 体における構造の髄 化と電 の材料プ・セス指標として産業界に貢献

潔 黙1鑓 綴1蒲ll躍 査藤 埣会学術賞誘翫 ピ1
鱗ll雛 雛ll講1懸醤蠣 欝ll
子 と類 似 した金 属一酸素配列構 造 を含 む 究員.同11～15年 東京工業大学助教授併任.

かとう かずみ ことを分光学的 に考察 し,そ の結果,集 同13年(独)産 業技術総合研究所グループ長,加

藤 一 実氏 積化前駆体が低温で単一強誘電体相 に結 同16年 名古屋工業大学大学院助教授兼任・現

晶化す ること,下 地電極の結 晶構造 の整 在に至る・工学博士・

溶液原料 を用 いてエ レク トロセラ ミッ 合化 によ り異方性結晶の短軸 で も分極軸

クス をシ リコン半導体 な どに集積す るケ 配向す ること,強誘電 ・圧 電特性 の向上,

ミカルプロセスは,新 しい機能 を誘導す 分極反転挙動の安定性 を実証 した.ま た,
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学術賞 時空 間で集中可能 となる超短パルス レー 記憶性 ある偏光依存の光散乱な ど数 々の

微細構造制御 によるガラスの新 しい機能 ザ ーなどを用い,ガ ラス に新 しい電子構 新 しい現象 の発見 とメカニズムの解明 に

性発現 層 造 を誘起 し,そ の電子構造の量子効果 と 大 きく貢献 した.こ れ らの技術の一部は

複合効果 を発現 させ ることにより,新 し ・ 世界 に先駆 けて実用化 を果た した.

1∴議≒｢灘 難 鐸鞭1巷 鰻譲戴灘ll
l添 懸 叢 弛!同 氏1塒 にフェ ム ト秒 レー ザー を用 て,こ こ}こ推薦す る.

卜讐1窺 這歳窯 懸 錨 難 慧漢鷺購搬 蹴!4羅』 燃 触欝1諜麟
灘1謙 鐘 蝉1

・ 邸 建 栄 氏 ガラス内部 に空 間選択的 にナ ノ粒子の析 メリカコーネル大学博士研究員などを経て・

丘腱 栄氏は長年にわたり微騰,蝶 謄1備 鼎 篇 撚翻 鐸 潤鷺 繍:
御 に よるガラスへの機 能性付与 について 御 と消去が可能であ ることを示 した.そ

研 究 を行 って きた.特 に高 エネルギーが れ以外 に も,ガラスの超残光 と輝尽発光,

学術 賞 耐 える高速超塑性材料 はほとんど存在 し10-1～10-Os-1に 達 す る高 速 超 塑性 と2

酸 化物 系高速超 塑性 セラ ミックスの創製 なかった.千%を 超 える高速引張延性 を世界で初め

に関する研 究 平 賀啓 二郎 氏 は,ZrO2,Al203,MgOて 実現 した.

等 か らなる酸化物 を対象 に,① 超塑性 と 以上の基盤的知見,高 速化 の指針,高

一.粒 界損傷機構,② 材料設計,③ 合成の研 速超塑性 材料 は研究 の先端 に位置 してセ
るげ 　あオ ニぢズ ヌなガ　ヒゑ 　 ニ バ

瞳 嚢i羅 究を行 い,次 の優 れた成果 を得た.す な ラミックス超塑性 の応用基盤 を与 える も

嚢ぎマ灘難 蔭馨 難 わち,① 変形持続 を支配す る粒界損傷の のであ り,日 本セラ ミックス協会学術賞
ノタ ア ノ マ ゴニぢ ニニ ぞ ミ

き翁謬窯慧,、 鴛1発 生 ・成長,微 視亀裂形成 ・破断の条件;に 十分値する もの として推薦す る.　コつ　ろ イ ニゑ を ナ ゴつ ウチ き

匪薪lll難1麟 躯1夢織購灘鰹
ひらヵ,け し、昭 う ②粒界損傷機構 に着 目 し,獲 得 した基礎 材料グループディレクター.こ の間,同2～

平 賀 啓 二 郎 氏 知見 お よび,既 存 モデルの包括的検討 に3年 マックスプランク鉄鋼研究所金属物理部

よ り,10-2s-1以 上 の高 速化 に必 要な一 門客員研究員・工学博士・

超塑性現象 を用いる とセ ラミックス を 連の材料設計指針 を明 らかに した.③ 上

金属の ように塑性成形で きるが,産 業応 記の指 針 を満 たす組成 と微構造 を持つ酸

用 に必 要 なlr2s-1以 上 のひずみ速度 に 化物系材料 を合成 し,最 大 の負荷速度が

学術賞 れ らの特性発現 はバ ルク,薄膜 を問 わず,す るとい う画期的な研 究成果 を上 げてお

電子材料セ ラミックスの原子構造欠陥 と 異原子 の粒界 ・界面偏析,析 出,結 晶格 り,数 多 くの論文 に引用 されるな ど国際

電子物性制御に関す る研究 子内の特定サイ ト占有 や様 々な欠 陥構造 的にも高い評価 を得ている.

、 に深 く起因 している.藤 本正之氏 は,電 以上の ように同氏の研 究業績は,セ ラ

子顕微 鏡の多様 なキャラクタ リゼーシ ョ ミックス電子材料科学への貢献 が極 めて

ンの手法 を積 極的に応用 して,電 子材料 大で あ り,日 本セ ラミックス協 会の学術

騒 翔 セラミックスの原子欠陥構造とその特異 賞に値するものとして推薦する・

蟹聾 饗 鞭1鍵1螺ll縢灘;i繍 睡4勤
灘 甑諜警1姦撫鰭 欝鷺;蔽

藤 本 正 之 氏 化型 ランダムア クセスメモ リーのナノ秒

オーダーの超高速抵抗ス イッチ ング現象

誘電体,磁 性体,半 導体 などの電子材 を,窒 化チ タン薄膜上 に形成 された酸化

料 セラ ミックス部 品は日本が世界 をリー チ タンア ナ ターゼ の ナノ構造 にお ける

ドす る極 めて重要 な基幹産業で ある.こ モ ット転移 とイオン拡散の観点か ら解明
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進歩賞 有力 な手法 であるが,生 成物 の構造制御 は全 く異 なる独創的 なア プローチ に基 づ

自己組織化 によるシリカ系ハイブ リッ ド が基礎,応 用 の両面で重要 な課題で あっ いてお り,関 連分野の研 究 に大 きな波 及

の構造制御 に関す る研 究 た.下 嶋 敦氏 は,長 鎖 の疎水基 をもつ 効果 を与 えるとともに,新 規触媒,機 能

有機 シラン系化合物が,加 水分解 による 性 コーティング材料等の開発 に道 を拓 く

墜 門 蕪苑で薩芸轡5禦 筋畠購1器1饗 朧 藷謡 爲
造 を有す るシ リカ系ハ イブリ ッドを形成 の として推薦す る.

糊 饗 撫 薦 講 熟 弊 雇縦 略鷲 成7年早稲田大学理工学部卒業レ 鍵麹
め,二次元六方晶,二次元単斜晶,ある 騎 矯騰 灘 羅驚 瑠饗

頃縣≧ 灘藷灘1教1難灘蕪i蕪難ll
下嶋 敦氏 に・化学修飾によ'る機倉旨付与へ向けた取 黙 纏 騒::轟鐸 幾欝 鷺 欝

り組 み として・芳香環が筒状 に配列 した 学)

アルコキシシラン等 を出発分子 とした ナノハイブ リッ ドの合成が可能 であるこ

ゾルーゲル法 はシ リカ系ハ イブ リッ ド材 とを示 した.こ れ らの成果 は,界 面活性

料(有 機修飾セ ラミックス)を 合成す る 剤 な どの鋳型分子 を用 いる従来 の手法 と

進歩賞 有望 な次世代不揮発 メモ リの一種で ある これらの基礎科学的知見 を基 に作製 し

誘電体薄膜のケ ミカルプロセスに関するFET型 強誘 電体 メモ リの開発 に関 して たPt/(Y,Yb)MnO3/絶 縁体/Si集 積構 造

研究 優 れた研究成果 を生 み出 している.す な において,強 誘電体 由来の ヒステ リシス

わち,ア ルコキシ ド溶液 を用 いて合成 し 特 性 と高 い絶縁 性 を確認 し,低 消費 電

◎1警 灘;讐7∵ た(Y・Yb)Mn・ ・薄膜 につ いて・最適 な前 力 ・高 容量 のFET型 強縄 体 メモ リー

細 墜 ゴ:み 駆体分子 の設計 と結晶化雰 囲気 の調節 を へ の適応可能性 を初 めて示 した・以上の

遡 霧懸 篠 巌 鍵 鍛ご鷺 灘 募翻 畿 磁 讐弊歩賞に+
ま お

1三 暢欝 鰹 て・従来 の ドライブ・セスでは困難 とさ

漕 翻醗 撫㍊灘 稜元黎野薯1穿繍縢懇難講鷲
晶学的性 質や微細構造 と電気 的特性 の相 在,(独)産 業技術総合研究所先進製造プロセ

すずき 騨 ゆき 関関係 を解 明す るこ とによ り,薄 膜 の分 ス研究部門研究員.鈴 木
一 行 氏 極疲労特 性 と保持特 性を向上 し

,優 れた

メモ リー性 能を示すこ とを確認 した.ま

鈴木一行氏 は,ケ ミカルプ ロセスを通 た,HfO2やY203等 の高誘電率 を有す る

じて新規 な強誘電体薄膜 を創出 し,そ れ 絶縁体薄膜 をケ ミカルプロセスによ り作

をシ リコ ン半導体上 に集積する ことで,製 し,高 い絶縁性 を確認 している.

進歩賞 プダウ ンに よる精密 なナノ レベ ルの構造 に成功 した.

有機一無機 複合材料 に よる周 期構造 の作 制御 が要求 される.瀬 川浩代氏 は独 自の この ように,有 機一無機複 合材料 を用

製 と構造制御 に関す る研究 光 感応性有 機一無機複合 材料 を開発 し,い た周期構造 体の作製 とその構造制御 に

リソグラフ ィに より周期構造 体 の作製 に 関す る同氏の業績 は,固 体表面の リソグ

◎ ㌦ 讐1｢∵讐 成功した・ ラフィに留ま拭 灘 固体界面の現

盈lli叢難 蝋 驚1繊
謡 よって・ピラー頂部が寄り集まり,周期 繍 溝 恵蹴 露 禦 概慧野

絢雛 舷 騎蹴 轡 周艦 体となることを 購 綴 灘 難 難毒讃
③高屈折率 で光感応性 を有す るチ タニ 同16年 より東京工業大学大学院理工学研究科

セ ラ ミックスの周 期構i造体 は フォ ト ア系複合体 を合成 し,リ ソグラフィによ 物質科学専攻助手・

ニ ック結 晶やDNAチ ップな どへの応用 り ドッ ト状 ア レイ,二 次元お よび三次元

が期待 されてい る.そ の作製 には,ト ッ フォ トニ ック結 晶,錐 形周期構造の作製
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進歩賞 の高 まりか ら,非 鉛系圧電材料 の開発 は 系組成 を中心 として,構 造相転移 や各種

環境調和型 ・非鉛圧電セ ラミックスの材 必要 不可 欠 であ る と考 え られ る.永 田 イオンの置換効果 を利用 して非鉛系 とし

料開発 とその推進 肇氏は,大 学院時代 か ら長 くにわた り非 ては大 きな圧電特性 を得 ている.こ れ ら

鉛系圧電セ ラミックスの開発 に従事 し,の 材料設計 は,非 鉛系圧電セ ラミックス

｢◎1鷺τ置◎ 黎轡篠 黎躾雛轟 無 撃購雛鍵 あ磐禁督轡罐
1㌧ 記liビ スマス系ぺ・ブスカイト型強調 体を ラミックス協会進頻 に+分値するもの

1襯1難 麟1灘1灘簸癬鞭
なヵ,た はじめ を駆使 して,現 行 の鉛系圧電 セラ ミック8月 ペンシルベニァ州立大学博士研究員.同17

永 田 肇 氏 ス レゾ ネー ター と同 レベルの特性 を もっ 年9月 より東京理科大学理工学部電気電子情

材料の開発 を行 っている.ま た,ア クチ ュ 報工学科助手・現在に至る・博士(工学)・

現在,実 用化 されてい る圧電セ ラミッ エー タ材料 として期待 されるビスマス系

クスの大部分 は鉛系強誘電体セ ラミック ペ ロ ブ ス カ イ ト型 強 誘 電 体 で は,

スであ る.近 年,環 境保全 に対す る意識(Bi1!2Na1/2)TiO3組 成 を中心 と した固溶体

進歩賞 を未だ達成 していない.宮 崎敏樹氏 は,記 の金属酸化物ゲルに類似 した表面

金属酸化物の骨融合性発現機構に立脚 し セ ラミックスの骨融合 性発現 に有効 な成 構造 を与 えれば,'体 液環境 下で短期

た骨修復材料の創成 分 を,ゾ ルーゲル法 に よ り調製 した金属 間にアパ タイ トを形成 して骨融合性

酸化物ゲル を用 いた生体外実験 で解明 し を発現す ることを明 らかに した.

鵡 ≒"羅 霧影1嚢難ll灘 難 灘 欝
・ ・ 《壕 鷺 罫 ξ尊零 りで あ る.お り,日 本 セ ラ ミ ッ クス協 会進 歩 賞 に値

霧 鋸 譲 ・,..婁 、 鯵 饗1.ゾ ルーゲ ル法 に よ り調 製 した酸 化 タ す る もの と して 推 薦 す る.

魏継 議 ・・嚢葵1ン タルゲルおよび酸化ニオブゲル表

脇 圏,勢 蝶灘 蕪 離 雛 繍織灘爆1
みゃざき としき を不 した.さ らに,こ れ らゲルを加 退学.同 年奈良先端科学技術大学院大学物質

宮 崎 敏 樹 氏 熱処理 して得 た金属酸化物 の結晶相 創成科学研究科助手.同14年 九州工業大学大

とアパ タイ ト形 成能 との関連性 を明 学院生命体工学研究科助手・同18年 同助教授・

生体活性セ ラミックス は,骨 と直接 融 らか にした.博 士(工学)・

合す る特異 な生理学的活性 を示す.た だ2.タ ンタル金属 に水酸化 ナ トリウム水

し,こ れ らは骨修復 に十分な力学的特性 溶液処理お よび加熱処理 を施 し,上

技術賞 古賀直樹 氏 らは世界最大 サイズのセラ ラ ミックス部材製造技術 の一段 の向上 と

液晶露光装置用大型セ ラミック部材の開 ミックス製造技術 を開発 し,液 晶ディス ともに,液 晶産業の発展に寄与 する もの

発 プレイパネルの生 産革新 の基盤技術で あ 大で あ り,日 本セ ラミックス協 会技術賞

る第6世 代 以上の露光装置 のためのセラ に値す るもの として推薦する.

1叢ll罪 薦ll歳 躍 区留韓 繍 騰 誓嚢篭_器(株)セラミツク_

騰篇 隊ll藩 藩灘1講{獄::灘
錨 ∵ 欝1諜 簸ll蕪 鐡 鮎一ミツー

騨酬 幽醐』 鍵羅ll熱ξ灘
中村 俊 明 氏 加 藤 良 輔 氏 以上の ように同氏 らの業績は,大 型 セ
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技術賞 子 を応用 した高純度緻 密質Sicセ ラ ミッ 製造装置 の機能部品 と して広 く採用 され

sicナ ノ粒子量産技術 の開発 と半導体 プ クス やAl203-sicナ ノ複 合 材 料 を開発 てお り,今 後 も高性能 と低 コス ト化が要

ロセス材料への応用製品化 し,半 導体 製造 プロセスで使用 される基 求 される半導体製造分野 の発展 に大 き く

板 加熱 ヒー タや静電チャ ック,磁 気 ヘ ッ 貢献 する もの と期待 される.よ って,こ

塗夢箋馨 箋 頚.ぴ騒 鋳 ド保護用 スパ ッタリング ターゲ ッ トな ど れ らの業績 は 日本 セラ ミックス協会技術

鋤 卿.齢 螺 繋 愉 ラズマを利用し 賞に値するものとして推薦する・

潤騨 劉1鵯 董蕪 鯖箋灘 翻 欝郎新雛 諜 贈 術研
1ξ 、俺,s当 ミ 微 量 ドナー固溶 と粒界 制御 に よる均 質な

レ 岬 麹 、｣灘 性を発現させた高純度緻額Sicセ

彰 、 ラミックスの開発,③ ナノ粒子 の表面処

こにし 廃 お 理 や 分 散 条 件 の最 適 化 に よ る高 機 能

小 西 幹 郎 氏Al、03-Sicナ ノ複 合材料 の 開発 ・大型化

と品質安定化の実現,④SiCの 高純 度化

小 西 幹 郎 氏 は,高 周 波 熱 プ ラ ズ マ によ り構造部材か ら各種機 能部材へ の新

CVD法 によるSiCナ ノ粒 子 の工業 的量 用途展開 を可能 にした ことである.

産技術 を確立 する とと もに,こ のナ ノ粒 これ らのナ ノ粒子応用部材 は,半 導体

技術賞 坂本典正氏 らは酸化亜鉛バ リス タとチ た.さ らに,低 廉化 のために電極 を銀 か

高性 能バ リスタの開発お よび量産化 タン酸ス トロンチ ウム系バ リス タの両方 ら銅 に換える ことに も成功 した.こ のよ

の開発 ・高性能化 ・量産化 に携わった.う な数々の技 術開発 に より,国 内生産 し

特 に後者(こ のバ リス タ現象は同社で見 て も価格競 争力のある製品 として高 い世ゆ 　 ちリ マぱケゆ げばウノゴウ　 ダ　

薪'.'出 され た)の 開発で は,高 周波特性がマ 界 シェ ア と国 内雇用 とを維持 す る一方

}∫讐 ㌃塵罫ll魏 購1窮1羅 継 三1蕪叢1難
腎繍ll頃 獅 幾 墾 搬 欝塞庭髄1熊 響 会技術賞に値するものと
坂本 典正氏 山崎 利行氏 に下がり

,漏 洩電流が一層増加し熱暴走 所属等

繭繭1下鱒ザ{縦 難 篇拶簗㌶ll継 難欝轍
繋柔騰 欝 ジ 灘 麟 リングノくリスタは多くははんだごてで取 丸芒鯛TD噸)セ ンサアクチュェータビ銭擢 歎 ゑ 晶

り付けられるため,灘 白勺・熱的衝撃に 鞭 蕪 羅 導体材料製品グループ積

まるい 窺 お 楠 たき しゅんいち 強 い素材が求め られ るが,組 成検討の末,大 滝春一TDK(株)回 路デバイスビジネスグ丸 井

稔 男 氏 大 滝 春 一 氏 それ に耐 え られ る素材 の 開発 に成功 し ループコンデンサグループ誘導体製造部技
術3系 係長.

技術 賞 プラズマデ ィスプ レイパネル(PDP)用 造 す る技 術 の開発 に成功 した.こ れ に

結晶化 ガラス製超大板の直接 製造技術 の ガラス製基板 を熱処理工程 において搬送 よって,2.2m×2.5m×5mmと い う世

開発 するセ ッターには,高 温での寸法安定性 界最大寸法の超大型セ ッターの量 産化 が

一 や熱衝撃 に優 れ た材料 が必 要 とされ る 可能 となった.響%ア=聯ンで　㎎7野 一 ζ堕惣筒'驚堵罪㌘艶㌘'∵一■

}多,,,∫ 三 襲㌶{嘱 三ほ カ㍉ β石英 固溶体 を結晶相 とす る結 晶 以上の業績は,産 業の基盤 となる高付

朔騰鍬1聾1鯵 懸1僅 猫 劉朧繍難禁 袈鰍 講 謄 麓讐 藩1郵
1三酷 灘 灘 藝 臓 篇 畿 蒙集蹴 縫 も膿 隷 欝 磐掌に
みゃけ まさひろ みっだ みっしげ ようになって きたが,本 結晶化 ガラス は
三 宅 雅 博 氏 密 田 光 茂 氏 成形 に適 した粘度 を有す る温度域で失透 所属等

一 口

雛嘗r笥 留 門 しやすく大型イヒが困難であるという問題 三饗 マ蟻i雛 誰)執 行役貝コン
郵臓 認 嘆 鉱:1、 無{点 力書あった・ 舳 光茂 日縄 気硝子㈱ コンシー マー

羅 響 ぞ 、謬 至llガ 言妻撚 講甕鷹 霧 羅 宮総 事誰 難 ㈱コンシユーマー禦 糊 幽 暉'

、繋 齋 莫蹴 難 叢嚢離 青編 事欝 鮮轟 音区長
宮 本 雅 之 氏 青木 重 明 氏 冷却 するこ とによ り高品質 な超大板 を製
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技術奨励 賞 ガラス と同程度で あるため,広 範な用 途 ミックス材料 として,非 球面 レンズへの

光 学用透光性 セラ ミックスの研究 ・開発 展 開には至 ってい ない.対 応 な ど さらなる用 途 拡大 が期 待 され

金高祐仁氏 は,高 屈折率材料 として誘 る.

電材料 であ り光学異方性の ないペ ロブス 以上の ように同氏 の業績 は,従 来利用

瀦 　 鹸'継 幾獣 濃晶諜 繍鶴難 繍 総

緊!l鱗 箋1購ll饗搬叢購
一 獲 ン 趨 い無色論 セラミックス材料の開発に 黎多耀 瀦 繍 藷畿 纏 職 吸

きんた漁 う.成 功 した.の 研究.開 発に篠'

金 高 祐 仁 氏 この材料 は可視 光帯 におい て2.06以

((株)村 田製 作 所)上 の高 い屈 折 率 と400nmか ら6μmま

従来透光性 セラ ミックス としてはアル での広 い透過 帯域 を実 現 し,2004年 に

ミナやYAGな どが知 られてい るが,透 デジタルカメラの薄型 レンズ として実用

過率 が低 いこ とや屈折率が一般 的な光学 化 され た.今 後新た な光学用透光性 セラ

功績賞 化 と有効利 用 に関 す る研 究 開発 に携 わ セ ラミックス関係の各種学協 会の役 員等

栃木県産鉱物資源等の機能化 と用途開発 り,成 果の企業へ の技術移転,地 域産業 と して,地 域お よび コミュニテ ィーにお

お よび その技術支援 の振 興等 に大 きな貢献 を した.主 な成果 ける研究者 ・技術者 の連 携や研究成果 の

としては,炭 酸苦土石灰粒状化技術の開 普及等 に大 きな貢献 があった.

発 と地元企業 における事業化,イ オン交 以上の磯氏の顕著 な業績 は,日 本 セラ

.,∴㌘ ドr換 樹脂 に よる ドロマイ トか らのカルシウ ミックス協 会功 績賞 に値 す る もので あ

臨翼 ジ運 ム ・マグネシウム分離技術 ・高度利用技 り,こ こに推薦 する.

鑑1灘 鷺1灘鰹
磯 文 夫 氏 セ ツコ ウボー ド廃材 の再資 源化技 術 開 バイザー兼 現在に至る・博士(工学)・

発,な ど多 くの事例が ある.ま た,地 元

磯 文夫氏は,栃 木県南工 業指導所 に 中小企業 を中心 とす る産学官 による栃木

奉 職以 来,36年 余 にわた り,栃 木県産 県 フ ァイ ンセラ ミックス研究会の役員,

鉱物資源お よび農業 ・産業副 産物 の機能 日本 セラ ミックス協会 の世話人 を始め,

功績 賞 ラ ミックス原料 に関す る研究 と化学実験 ラミックス協 会功績賞 に値す る もの と し

工業高等専門学校にお ける化学 実験教育 教育 に魑進 して きた.こ の 間の研究は,て 推薦する.

への貢献 とアスベス トの低温 分解研 究 論文22報,特 許ll件 を生み,実 験指導

を受 けた学生数 は500名 以上 に上 る.略 歴1977年 群馬工業高等専門学校工業化

瓢∫薦 鹸1糠 灘1難 灘 難 難繊.

]{観1擁1灘1羅 難 嫌 雛
急 ゴ である・

ふじしげ まさお アスベス トを含 んだ資材 は,膨 大 な数

藤 重 昌生 氏 量 が使用 されて きた.そ の安全 な処理方

法 は溶融法以外 には確立 されてい ない と

藤重昌生氏は,通 商産業省工業技術 院 されている現在,早 期 の実用化が望 まれ

に入所以来,現 職の群 馬工業 高等専 門学 ている ものである.

校 に至 る29年 間を,高 温型溶 融炉や セ これ らの長年 の努力 と成果 は,日 本セ
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